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かんだものが 2 件あった。ひとつは、2015 年 6 月 30 日に東海道新幹線で発生した男性の
焼身自殺である。当人以外にも一般客が 1 名巻き込まれ、このニュースは一瞬にして国内

















































































































































































































































































































































































もない 19 世紀初期における鉄道の共通表現として、「時間と空間の抹殺（annihilation of 





































































































いた自殺者が、2003（平成 15）年に最高値である 34,427 万人を記録した以降は 5、6 年
ほど停滞したのちに 2012（平成 24）年には 3 万人を割り込み、2016（平成 28）年に 21,897
人を記録するまで右肩下がりに減りつづけていることが分かっている。 
性別の内訳を見ると 2016 年には男性が 15,121 人、女性が 6,776 人となっており、男性
が女性よりも約 2.2 倍も数が上回っている。男性の自殺者数は常に女性の数を上回ってい




 年齢別で見ると、最も自殺者が多いのは 40 歳から 49 歳まで（3,739 人、前年比マイナ




に目を向けると、上記の層よりも若い世代については 20 歳から 29 歳までが 2,235 人（前
年比マイナス 117 人）、30 歳から 39 歳が 2,824 人（前年比マイナス 263 人）となってい
る。また、19 歳以下が 520 人（前年比マイナス 34 人）と全世代の中で最も人数が少なか
った。反対に、中高年よりも高年齢の層を見ると、70 歳から 79 歳が 2,983 人（前年比マ




の基礎資料（平成 28 年）』によれば、東京都ではこの年に 2,239 人が自殺で死亡している。
また、東京都に接する埼玉県（1,267 人）・千葉県（1,031 人）・神奈川県（1,254 人）も軒
並み年間自殺者数が 1,000 人を超えており（上記の県を除いて 2016 年の自殺者数が 1,000


















（表 1）2016 年に発生した自殺の手段別内訳 
（厚生労働省自殺対策推進室[2017] 『地域における自殺の基礎資料（平成 28 年）』をもとに作成） 
 




生した「飛込み」による自殺では 569 人が命を落としているが、この 4 県に居住地を置い
ていた者だけで発生件数全体の実に 48％近くを占めており、東京都にいたっては約 20.3％









飛込み 首つり 服毒 練炭等 飛降り 飛込み 首つり 服毒 練炭等 飛降り
北海道 11 658 12 113 58 滋賀県 11 146 8 14 18
青森県 2 210 8 19 13 京都府 11 260 14 24 41
岩手県 2 204 19 34 24 大阪府 33 759 35 62 265
宮城県 3 284 2 52 44 兵庫県 27 577 20 54 139
秋田県 2 191 3 16 11 奈良県 11 119 4 17 22
山形県 1 177 4 14 6 和歌山県 8 142 5 25 21
福島県 1 233 16 35 16 鳥取県 0 62 2 3 1
茨城県 8 320 22 43 22 島根県 4 97 0 12 7
栃木県 4 246 16 34 29 岡山県 4 205 6 22 16
群馬県 8 253 17 29 25 広島県 10 304 7 31 60
埼玉県 59 771 23 83 143 山口県 2 161 6 15 16
千葉県 45 689 24 44 107 徳島県 0 93 9 7 11
東京都 116 1254 51 79 422 香川県 3 112 8 8 14
神奈川県 53 858 32 65 109 愛媛県 4 180 7 22 16
新潟県 6 375 9 30 31 高知県 0 97 1 13 11
富山県 2 132 4 21 15 福岡県 10 580 12 59 101
石川県 4 122 3 10 30 佐賀県 3 91 7 13 6
福井県 1 99 4 14 5 長崎県 2 172 13 13 17
山梨県 2 106 4 18 8 熊本県 2 225 19 19 33
長野県 5 239 9 30 39 大分県 3 133 5 18 16
岐阜県 5 238 4 40 26 宮崎県 1 162 7 14 10
静岡県 7 426 10 61 50 鹿児島県 0 210 7 23 24
愛知県 41 763 11 83 145 沖縄県 0 193 5 11 30
三重県 7 194 7 13 29 不明 25 117 1 13 23



















































道局[2016:26]の報告では、2015 年に発生した 4,733 件の「輸送障害」のうち、「部外原因」
によるものは 2,017 件で全体の 42.6％にあたる。そのうち「自殺」と報告されたものは







が国土交通省への行政文書開示請求によって得た、2002 年 4 月 1 日から 2009 年 3 月 31




「自殺」は男女合わせると 20 代の発生件数が多い（男 88 件、女 81 件、計 169 件）が、
性別も加味すると 50 代・60 代の男性の死亡者が多いことが分かった（いずれも 113
件）。男女比は 30 代から 60 代では男性の発生件数が女性の 2～4 倍と差が開いている






数が比較的少ない傾向にある。「自殺」の発生件数は 8 時代から 100 件を超え、14 時代
に最も多い 161 件を記録した。そこからは、20 時代の件数がいささか突出しているも
のの時間を追うごとにゆるやかに数が減っている。夜間はむしろ、飲酒した鉄道利用者
が増えるとこから「接触」「転落」の件数が増えている。月別の件数では、1 月・4 月・
5 月・7 月・10 月で 200 件近く発生しているが、日数の少ない 2 月を除くと残りの月
でも 180 件前後発生しておりそこまで大きな差が出ているとは言えない。年間で最も
多いのは 10 月の 209 件だった。 
3）遅延時間と致死率 
遅延が生じた「人身事故」のうち、15 分未満（773 件）だと「接触」の報告件数が、
30 分以上（2,674 件）だと「自殺」の報告件数が多い傾向にある。15 分以上 30 分未満










8 年間で自殺による死亡者が 100 人を超えたのは東京都（491 人）・神奈川県（212 人）・
大阪府（195 人）・埼玉県（150 人）・千葉県（107 人）の 5 県だが、年ごとの増減につ
いては都道府県ごとでそれぞれ異なる軌跡を描いている。また、駅別の「人身事故」発
生件数に目を向けると、8 年間に「人身事故」が 1 件以上発生した 1,988 駅のうち発生
件数が3件以内の駅が9割を占めており、複数回発生した駅は全体のごく一部であった。







室  2017]。自殺に選ばれる手段の割合は比較的固定的であり [デュルケーム 

















首つり 服毒 練炭等飛降り飛込みその他 不詳
2009年 19816 1033 3535 2872 820 4730 39
2010年 19525 938 3408 2998 752 4029 40
2011年 20438 850 2554 2653 610 3524 22
2012年 18268 701 2354 2497 595 3417 26
2013年 18192 687 2012 2530 559 3266 37
2014年 16838 631 1896 2402 564 3051 45
2015年 15918 603 1747 2303 555 2867 32












1  責任を求める生者の視線 
























































































線なら、一般の時間帯 15～30 分で数十万、ラッシュ時ではこれが 100 万から 200 万に
もはね上がる。新幹線になるとさらに金額がふくれ上がり、1 時間の遅れで数千万円とな
る。さらにこれに遺体収容料が加わる。車ごと特急電車に突っ込み 3000 万円が請求され


















































































の自殺方法と比較して上記の 3 点を挙げた次第である。ここからは、この 3 点を軸に鉄道
自殺が生者から一方的に嫌がられる理由の根源を順番に探っていく。 
 










































































































































































































































































































































































































































































































































































学的研究（原題： CELEBRATIONS OF DEATH: THE ANTHROPOLOGY OF 




































会 2003:29-30]。最初の状況は 5 分以内と定められており、現場検証に時間がかかる場合
は鉄道警察隊にも協力を求めて速やかな運転再開を目指す[航空・鉄道事故調査委員会 
2003:31]行動がとられることになっているが、鉄道員同士や応援でやってきた警察や消防
























2 つのアルバイトを掛け持ちしていた彼は、2 年前（2015 年）の 10 月に、実家近くのア
ルバイト先から電車で数駅離れたもう一つのアルバイト先に向かおうとしていたところ、
今まさに使おうとしていた最寄りの駅（a 駅）で人身事故が発生していたことを知った。
人身事故の発生が 16 時ごろで、D 氏がこの事実を知ったのは 17 時頃だった。発生から 1


























2017 年 10 月 3 日の 18 時頃、筆者がよく利用する駅（b 駅）のひとつ隣の駅（c 駅）で人
身事故が発生した。b 駅では、都心部ほどではないもののちょうど帰宅ラッシュで利用者
多くなる時間帯で、しかも、駅の近くに位置する大学の講義終了時刻と重なったこともあ











































































































































































































































































































































アル』で紹介された 1 件のとある鉄道自殺に触れておきたい。 
 







































































































































新小岩駅では 2005 年度から 2014 年度の 10 年間で 30 件（未遂も含む）の自殺が発生し



























































































































的少なく、2010 年から今日に至るまで 4 件しか発生していない25）。しかし、その 4 件の
詳細を見ると柵の外側、つまり路線側に人が経っていたことで発生したものが多く、一番
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